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製
作
機
械
、
製
造
装
置
、
超
技
術
力
で
「
世
界
一
」

PART3

温
度
が
約
8
5
0
℃
で
あ
る
の
に
対
し
、
ソ
ル
ト
バ

ス
の
使
用
限
界
は
約
1
2
5
0
℃
と
極
め
て
高
く
、

工
業
用
の
高
速
度
工
具
鋼
（
ハ
イ
ス
）
な
ど
、
高
い

耐
久
性
、
耐
摩
耗
性
が
求
め
ら
れ
る
鉄
鋼
に
は
ソ
ル

ト
バ
ス
に
よ
る
熱
処
理
が
最
適
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

ほ
ぼ
手
作
業
で
行
わ
れ
る
ソ
ル
ト
バ
ス
に
は
高
度
な

技
術
と
手
間
ひ
ま
が
要
求
さ
れ
、
こ
れ
に
対
応
で
き

る
企
業
は
全
国
で
も
同
社
以
外
に
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
ソ
ル
ト
バ
ス
（
塩
浴
炉
）
と
は
、
溶
か
し
た
超
高

温
の
塩
の
中
に
金
属
を
浸
し
、
焼
入
れ
な
ど
の
熱
処

理
を
施
す
設
備
の
こ
と
。
一
般
的
な
部
品
の
焼
入
れ

耐
久
性
が
求
め
ら
れ
る
鉄
鋼
の

熱
処
理
に
最
適
な
ソ
ル
ト
バ
ス

最
終
熱
処
理
後
の
金
型
。
予
熱

後
よ
り
も
色
鮮
や
か
で
、
温
度

の
高
い
こ
と
が
わ
か
る

予
熱
後
の
金
型
。
鈍
い
赤
色
に

熱
せ
ら
れ
て
い
る

熱
処
理
後
は
5
0
0
℃
の
炉
で
冷
却
を
す
る
。

高
い
温
度
で
冷
却
す
る
の
は
、
急
激
に
温
度
を

下
げ
る
と
金
属
の
内
側
と
外
側
に
温
度
差
が
生

じ
、
大
き
く
変
形
し
た
り
、
割
れ
て
し
ま
う
た
め

続いて1190℃の高温の
炉で最終熱処理を施す

自動車プレス用の金型を熱処理
するための900℃のソルトバス。
まずはこの低温の炉に浸し、予
熱を行う

温度の異なる2台のソ
ルトバス。急激な温度
変化は製品が割れた
り、変形したりするので、
低い温度の炉から高い
温度の炉へと、徐々に
温度を上げて焼入れを
施す

こ
れ
が
　
　  

の
技
術

世界一

　
熱
処
理
と
は
、
刃
物
や
機
械
部
品
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
金
属
製
品
の
品
質
を
高
め
る
た
め

に
施
さ
れ
る
処
理
の
こ
と
。
焼や

き

入い

れ
な
ど
の

熱
処
理
に
よ
り
金
属
組
織
を
変
質
さ
せ
、
強

靭
性
を
高
め
る
役
割
を
果
た
す
。
製
品
の
性

能
や
耐
久
性
を
支
え
る
重
要
な
技
術
だ
。

　
上
島
熱
処
理
工
業
所
で
は
、
ソ
ル
ト
バ
ス

と
呼
ば
れ
る
炉
を
使
っ
た
特
殊
な
熱
処
理
を

得
意
と
し
て
い
る
。
近
年
、
ソ
ル
ト
バ
ス
熱

処
理
を
専
門
に
行
う
企
業
は
減
少
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、”
熱
処
理
の
駆

け
込
み
寺“
と
し
て
全
国
の
メ
ー
カ
ー
や
研

究
所
か
ら
依
頼
が
舞
い
込
む
。
も
ち
ろ
ん
そ

こ
に
は
、
同
社
の
高
い
技
術
力
が
あ
る
か
ら

だ
。
上
島
社
長
は
胸
を
張
る
。「
技
術
者
と

技
能
者
の
集
団
で
あ
る
当
社
に
は
、
営
業
マ

ン
は
お
り
ま
せ
ん
。”
難
し
い
熱
処
理
は
上

島
へ“
と
い
う
、
お
客
様
の
口
コ
ミ
に
よ
っ

て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」。

口
コ
ミ
で
広
が
っ
て
い
っ
た

高
度
な
熱
処
理
技
術

大量生産の時代に失われつつある伝統的な熱処理技術を、次世代に継

承しようと奮闘する企業が東京・大田区にある。上島熱処理工業所は、

最新の設備でも不可能とされた難しい熱処理も優れた技能者の技でこ

なす、日本の産業界を影で支えるスーパーカンパニーだ。

「
現
代
の
名
工
」2
名
が
活
躍
。

困
難
な
熱
処
理
に
技
で
挑
む

産
業
界
の
駆
け
込
み
寺

（株）上
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ソルトバスによる
金属熱処理

世界トップレベ
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ソルトバスによる焼入れ
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熱
処
理
で
は
、
加
熱
や
冷
却
の
時
間
や
タ

イ
ミ
ン
グ
を
誤
る
と
、
材
料
本
来
の
性
能
が

出
な
か
っ
た
り
、
割
れ
が
生
じ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
の
が
技
能

者
た
ち
の
熟
練
の
技
だ
。
上
島
熱
処
理
工
業

所
の
社
員
の
大
半
は
、
金
属
熱
処
理
技
能
士

や
金
属
材
料
試
験
技
能
士
な
ど
の
資
格
を

持
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。

　
な
か
で
も
ベ
テ
ラ
ン
の
2
名
は
、
厚
生
労

働
省
が
卓
越
し
た
技
能
者
を
表
彰
す
る
「
現

代
の
名
工
」
に
も
選
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

東
京
工
業
大
学
で
の
熱
処
理
中
核
人
材
育
成

講
座
に
参
加
す
る
社
員
も
多
く
、
高
い
職
業

意
識
が
優
れ
た
技
術
を
下
支
え
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

制
度
を
導
入
し
て
、
新
卒
採
用
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
」
と
上
島
社
長
。
財
産
と
も

い
う
べ
き
優
れ
た
技
能
者
た
ち
の
技
は
、
若

い
世
代
へ
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

「
現
代
の
名
工
」
を
筆
頭
に

優
れ
た
技
能
者
を
多
数
輩
出

　
上
島
熱
処
理
工
業
所
で
は
、
高
校
を
卒
業
し
た

ば
か
り
の
10
代
の
若
手
か
ら
、
国
宝
級
の
技
術
を

持
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
社
員
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の

社
員
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
共
に
働
く
。
ベ
テ
ラ
ン

技
能
者
と
若
手
が
親
方
・
子
方
の
ペ
ア
と
な
り
、

技
術
の
伝
承
が
行
わ
れ
て
い
る
。

足
あ

助
すけ

清
せい

雄
お

さん（78歳）

工場長。勤続年数54年。
1996年、「現代の名工」と
して表彰を受ける。また
2007年には黄綬褒章も受
章。半世紀にわたり金属熱
処理に携わってきた生き字
引とも呼べる存在で、喜寿
を過ぎてもなお現役で工場
の陣頭指揮にあたる。

窪
くぼ

寺
てら

充
みつ

至
ゆき

さん（65歳）

工場長代理。勤続年数40
年。2010年、「現代の名工」
として表彰される。窪寺さ
んの仕事は、発注された金
属の材質や形状などから熱
処理の温度や作業工程など
の指示を出すこと。長年の
経験による判断に、社長や
工場長も全幅の信頼を置く。

勤続20年の親方・安河内さんから指導を受ける、入
社1年目の子方・渡部さん。伝統的な育成システムが
上島の技術を支えている

中
小
の
工
場
が
建
ち
並
ぶ
大
田
区
仲
池

上
に
あ
る
同
社
。
地
域
の
産
業
を
盛
り

上
げ
る
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る

ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
が
共
に
技
術
を
磨
く

　
熱
処
理
は
、
鋼
を
高
温
か
ら
急
冷
し
て
硬
さ

を
上
げ
る
「
焼
入
れ
」、
再
加
熱
し
て
適
度
な

じ
ん
性
を
与
え
る
「
焼
戻
し
」
を
連
続
し
て
行

う
。
硬
さ
と
じ
ん
性
の
両
方
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

備
え
る
こ
と
で
、
初
め
て
鋼
に
優
秀
な
性
能
と

耐
久
性
が
生
ま
れ
る
。
こ
こ
で
は
ソ
ル
ト
バ
ス

を
使
っ
た
熱
処
理
の
流
れ
を
見
て
い
き
た
い
。

焼や
き

入い

れ
、
焼や

き

戻も
ど

し
で
鋼
に
優
秀
な

性
能
と
耐
久
性
を
与
え
る

1
発注された金属の材質や硬さ大きさから、窪寺工
場長代理が熱処理の指示書を作成。内容や結果は
データベース化され、社内に蓄積されていく

ソルトバスでの焼入れ。低温→
高温と2段階で温度を上げる。
温度や浸す時間は基本的には指
示書に沿うが、大きい製品の場
合には、実際の製品の昇温の状
態を確認しながら行う冷却後、さらに常温まで冷ます。その後、専用の

炉で焼戻しを行う。大体550℃ほどの温度で熱を
加え、繰り返し数回行う場合もある

食塩や無水塩化バリウムなど、
ソルトバスには各種の塩が使
われる。塩の種類によって融
点が異なるため、熱処理する
温度に応じて使用するソルト
を使い分けている

熱処理完了後、硬さ計で硬さを
測る。硬さ計の測定子の先端は
ダイヤモンドでできており、金属
の表面に荷重をかけ、できた圧
痕の大きさで硬さを計測できる

金
属
熱
処
理
の
工
程

現代の名工 技
術
を
継
な
ぐ
プ
ロ
の
現
場

指示データの入力

焼入れ焼戻し

硬度測定
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